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梅
光
学
院
大
学
博
物
館
現
蔵
・
中
野
家
旧
蔵

梅
光
学
院
大
学
博

警
蔵
中
野
家
|日
蔵
書
群

っ
し1
て

梅
光
学
院
大
学
博
物
館
(
以
下
、
梅
大
博
物
館
)
に
は
、
中
野
家
旧
蔵
の
、

未
整
理
の
蔵
書
群
一
六

O
点
(
冊
)
前
後
が
存
在
す
る
(
以
下
、
中
野
家
旧

蔵
書
群
)
。
中
野
家
と
梅
大
博
物
館
と
を
結
ん
だ
の
は
、
梅
光
学
院
大
学
名
誉

教
授
(
現
)
の
宮
田
尚
氏
で
あ
る
。
中
野
家
の
分
家
筋
に
あ
る
中
野
猛
氏
が
、

宮
田
氏
と
説
話
文
学
研
究
を
通
じ
て
長
ら
く
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

中
野
猛
氏
自
身
は
大
分
県
日
田
市
出
身
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
下
関
に
あ
っ

た
中
野
家
の
(
一
部
)
蔵
書
群
を
下
関
に
あ
る
梅
光
学
院
大
学
に
平
成
一
一

(
一
九
九
九
)
年
一
月
一
一
一
目
、
寄
贈
な
さ
っ
た
由
で
あ
る
(
当
時
は
梅
光
女

学
院
大
学
。
宮
田
氏
記
「
中
野
猛
家
俳
文
書
受
領
の
経
緯
」
等
に
拠
る
)
。

平
成
二
四
(
二

O
二
乙
年
七
月
、
中
野
猛
氏
が
宮
田
氏
に
宛
て
ら
れ
た
書

簡
(
梅
大
博
物
館
現
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
下
関
の
田
中
町
に
中
野
屋
と
号

す
る
商
家
が
あ
り
(
中
野
猛
氏
に
は
本
家
筋
)
、
そ
こ
に
俳
諾
を
趣
味
と
す
る

水
月
(
以
下
、
水
月
翁
)
が
当
主
と
し
て
居
た
。
水
月
翁
は
梅
守
庵
を
号
し
、

本
名
を
中
野
兼
三
と
い
っ
た
ら
し
い
(
後
文
参
照
)
。
水
月
翁
の
句
碑
が
下
関

の
亀
山
八
幡
宮
境
内
に
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
水
月
翁
の
弟
に
同
じ
く
俳
諾
を

趣
味
と
し
て
日
田
に
移
り
住
ん
だ
中
野
勘
兵
衛
が
お
り
、
そ
の
孫
が
中
野
猛
氏

『
鰐
百
雅
集
』

所
載
俳
人
紹
介

田

口

寛

と
い
う
。

水
月
翁
等
の
協
力
を
得
て
下
関
の
赤
英
杜
催
主
暁
庵
(
飛
鶴
仙
一
潮
)
入
江

卯
兵
衛
(
中
之
町
)
が
生
み
出
し
た
句
集
版
本
が
、
本
稿
の
取
り
上
げ
る
資
料

で
あ
る
。
そ
の
概
要
、
紹
介
は
次
節
に
譲
る
が
、
中
野
家
旧
蔵
書
群
に
は
他
に

も
、
水
月
翁
や
中
野
氏
の
記
名
の
あ
る
版
本
・
写
本
が
数
多
く
確
認
で
き
る
。

そ
れ
ら
は
水
月
翁
の
俳
譜
の
趣
味
に
も
活
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ
(
そ
も
そ
も
俳

諾
の
た
め
の
収
書
も
あ
ろ
う
)
、
寄
贈
時
以
来
、
俳
書
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
一
々
を
見
て
い
く
と
、
全
て
が
そ
の
ま
ま
俳
書
と
い
え

る
と
も
限
ら
ず
、
本
稿
に
お
い
て
は
ひ
と
ま
ず
蔵
書
群
と
い
う
呼
称
に
止
め
て

お
く
。
中
野
家
旧
蔵
書
群
の
詳
細
全
容
に
つ
い
て
は
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
調

査
整
理
の
結
果
を
報
告
し
た
い
。

な
お
、
稿
者
は
特
に
日
本
中
世
文
学
・
軍
記
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
が
、

中
野
家
旧
蔵
書
群
と
稿
者
と
の
出
会
い
は
、
稿
者
が
梅
光
学
院
大
学
に
お
け
る

教
員
主
催
の
研
究
会
と
し
て
、
「
博
物
館
所
蔵
資
料
を
解
読
す
る
会
(
仮
こ
を

平
成
二
四
年
度
後
期
よ
り
開
始
し
た
こ
と
に
よ
る
。
中
野
家
旧
蔵
書
群
の
全
容

把
握
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
(
会
に
お
い
て

は
中
野
家
旧
蔵
書
群
を
「
中
野
氏
寄
贈
資
料
」
等
と
も
称
す
)
。
現
在
(
平
成

二
六
H

二
O
一
四
年
度
後
期
)
ま
で
の
問
、
次
の
学
生
が
数
回
乃
至
長
期
の
参
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加
経
験
を
有
し
て
い
る
(
五

O
音
順
、
学
年
不
問
、
在
学
生
・
卒
業
生
混
在
)
。

坂
本
愛
実
・
清
水
美
里
・
西
本
有
希
・
平
原
レ
イ
ナ
・
村
岡
千
咲
・
村
上

和
世
・
村
田
恵
理
・
矢
都
村
典
子

そ
の
活
動
の
中
に
お
い
て
、
「
明
治
俳
諾
」
に
つ
い
て
は
門
外
漢
な
が
ら
、

明
治
時
代
の
下
関
に
お
け
る
文
化
状
況
の
一
端
を
窺
う
上
で
標
題
の
資
料
に

は
関
心
を
惹
か
れ
た
の
で
、
こ
の
機
に
紹
介
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

こ
の
紹
介
に
際
し
、
前
述
の
中
野
猛
氏
・
宮
田
尚
氏
、
梅
大
博
物
館
長
(
大

学
教
員
)
渡
辺
一
雄
氏
、
そ
し
て
同
館
学
芸
員
(
大
学
職
員
)
佐
藤
睦
子
氏
に

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

『
間
断
百
雅
集
』
概
要

調
醐
百
雅
集
』
(
以
下
、
単
に
『
百
雅
集
』
)
は
、
先
述
の
と
お
り
水
月
翁
等

の
協
力
を
得
て
暁
庵
が
撰
集
・
刊
行
し
た
句
集
の
版
本
で
、
版
種
は
整
版
と
見

ら
れ
る
。
相
応
の
数
が
制
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
『
補
訂
版
図
書

総
目
録
』
(
岩
波
書
店
)
・
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
(
国
文
学
研
究
資
料
館
)
等
に

は
他
の
伝
存
を
確
認
で
き
ず
、
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

(
E
G一
¥
¥

当
者
宅
・
ロ
宮
-R-Z¥)
電
子
資
料
館
「
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

よ
っ
て
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
に
の
み
、
一
点
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
(
未
見
)
。
た
だ
、
梅
大
博
物
館
蔵
本
は
撰
者
に
次
ぐ
筆
頭
者
・
序
文
執
筆
者
、

水
月
翁
の
旧
蔵
と
目
さ
れ
、
水
月
翁
(
梅
守
庵
)
の
本
名
が
墨
で
訂
正
し
て
あ

る
点
(
次
節
参
照
。
水
月
翁
に
と
っ
て
は
痛
恨
の
誤
刻
で
あ
っ
た
ろ
う
)
、
重

視
さ
れ
る
。

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
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請
求
記
号
・
・
(
未
定
、
仮
整
理
番
号
8
)

外
題
・
・
「
鰐
百

雅
集
」
(
表
紙
中
央
に
刷
題
築
、
匡
郭
な
し
)
内
題
・
・
「
長
門
園
下
闘
市

/
赤
英
社
暁
庵
撰
/
鰐
百
雅
集
一
幽
」
(
見
返
し
。
正
確
に
は
題
の
右
行

に
「
長
門
園
:
・
」
、
左
行
に
「
赤
英
社
:
・
」
)
装
訂
・
・
袋
綴
(
結
び
綴
)

寸
法
・
・
縦
二
了
八
糎
×
横
約
一
五
・
八
糎
表
紙
・
・
緑
青
色
無
地
(
見

返
し
側
に
は
反
故
紙
の
利
用
あ
り
)
見
返
し
・
・
本
文
共
紙
料
紙
・
・
格

紙
紙
数
・
・
全
五
八
丁
(
前
後
遊
紙
な
し
、
後
見
返
し
が
表
紙
か
ら
剥
が

れ
、
遊
紙
化
)
一
面
行
数
・
・
不
定
用
字
・
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
匡

郭
・
・
四
周
単
辺
、
縦
(
内
側
)
約
一
八
・
四
糎
書
入
・
・
(
別
文
参
照
)

蔵
書
印
・
・
(
な
し
)
刊
記
・
・
(
内
題
参
照
) 巻

冊
・
・
一
冊

ま
た
、

一
冊
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
丁
オ
モ
テ
・
・
末
尾
に
「
梅
守
庵
主
人
閑
凶
」
と
あ
る
序
文
(
撰
集
刊

行
経
緯
)
。

第
一
丁
ウ
ラ
右
下
に
「
半
倦
謹
轟
」
と
あ
る
「
は
せ
を
」
(
松
尾
芭
蕉
)

肖
像
、
肖
像
上
方
に
「
順
座
/
不
同
/
描
画
/
年
齢
/

不
定
」
と
あ
り
。

第
二
丁
オ
モ
テ
末
尾
に
「
丙
午
春
日
永
春
庵
あ
る
し
し
る
す
哩

(
丙
午
は
明
治
三
九
日
一
九

O
六
年
か
)
と
あ
る
文
章
。

第
二
丁
ウ
ラ

1
五
二
丁
オ
モ
テ

-
百
雅
集
の
本
篇
(
一
面
ご
と
に
一
人
の
一
句
・
〈
注
記
・
〉

俳
号
・
肖
像
・
住
所
・
本
名
)
。

第
五
二
丁
ウ
ラ
・
・
丸
囲
い
に
「
徐
興
/
赤
英
社
/
十
哲
」
と
あ
る
題
名
。

第
五
三
丁
オ
モ
テ

1
五
七
丁
ウ
ラ
・
・
「
十
哲
」
の
各
句
。
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第
五
八
丁
オ
モ
テ
・
・
末
尾
に
「
干
時
明
治
三
十
九
年
春

闘
で
と
あ
る
肱
文

0

・
・
暁
庵
の
一
旬
。

見
、
自
問
h
H叫
司

市

吋

Z
1
在

2
叫
一
括
け

第
五
八
丁
ウ
ラ

な
お
、
後
見
返
し
右
に
「
明
治
品
川
九
年
四
月
廿
七
日
」
と
墨
に
よ
る
書
入
が

あ
る
。
刊
行
時
期
は
、
明
治
三
九
年
春
、
四
月
二
七
日
以
前
と
見
て
誤
り
あ
る

辛
品
い
。次

節
に
よ
っ
て
も
判
る
よ
う
に
、
百
雅
集
本
篇
は
一

O
O
人
の
旬
、
す
な
わ

ち
文
字
ど
お
り
一

O
O句
か
ら
成
る
が
、
そ
れ
に
「
余
興
」
の
一

O
句
と
暁
庵

の
一
句
が
付
載
さ
れ
る
た
め
、
『
百
雅
集
』
一
冊
は
、
全
部
で
一
一
一
の
句
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一

O
O人
の
詠
み
手
は
、
下
関
稲
荷
町
の
対
帆
楼
に
い
た

遊
女
ゃ
、
台
湾
の
台
南
市
に
駐
在
し
た
ら
し
い
者
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。
地
理

的
に
も
、
西
は
如
上
の
台
南
か
ら
東
は
常
陸
国
(
茨
城
県
)
ま
で
広
範
で
あ
る

が
、
下
関
近
隣
が
最
も
多
く
、
住
所
表
記
も
下
関
に
近
づ
く
ほ
ど
簡
略
に
な
る

傾
向
が
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
当
該
句
集
は
下
関
で
作
成
さ
れ
、
下
関
で
鑑
賞

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

排
列
の
意
図
に
つ
い
て
は
未
詳
で
、
第
一
丁
ウ
ラ
に
「
順
座
不
問
、
描
画
・

年
齢
不
定
」
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
特
に
同
じ
丁
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
で
、
住
所
等
に
近
い
関
係
を
見
出
せ
る
場

合
が
あ
る
(
例
え
ば
第
三
一
一
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
は
夫
婦
と
思
し
い
。
次
節
参
照
)

0

『
百
雅
集
』
所
載
俳
人
簿
|
|
俳
号
・
住
所
・
本
名
等
|
|

本
節
に
お
い
て
は
、

い
て
、
翻
刻
し
列
記
、

『
百
雅
集
』
の
中
か
ら
、
句
と
肖
像
以
外
の
情
報
に
つ

一
覧
化
す
る
。
翻
刻
は
努
め
て
精
確
を
期
し
、

旧
字
・

異
体
字
も
特
に
人
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
部
分
も
あ

り
、
な
お
誤
読
の
あ
る
場
合
に
は
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本
来
で
あ

れ
ば
、
各
句
の
内
容
や
序
文
等
を
含
む
全
文
を
翻
刻
掲
載
し
た
り
、
明
治
三

0

1
四
0
年
代
の
下
関
市
街
地
図
等
を
準
備
し
点
を
落
と
す
な
ど
し
て
俳
人
た

ち
の
実
在
や
分
布
傾
向
を
詳
し
く
確
認
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
経
歴
等
を
精
査
し

た
り
も
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
紹
介
に
止
め
、
上
記
作
業
は
別

の
機
会
に
譲
り
た
い
。

(
凡
例
)

丁
数
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
〈
注
記
〉

括
弧
に
て
私
注
を
施
し
た
。

3 
オ

3 
ウ

4 
オ

4 
ウ

5 
オ

5 
ウ

6
オ

6 
ウ

7
オ

ヴ

i
内ノ

8 
オ

俳
号

住
所

本
名

通
番

※
適
宜
、
丸

(
本
篇
)

〈
六
十
翁
〉
梅
守
庵

を
三
と
墨
で
重
書
)

〈
八
十
二
翁
〉
鷺
友
王
司
町
松
野
高
吉

〈
六
十
二
翁
/
医
〉
紫
漠
西
細
江
町
三
原
恭
士
口

三
巴
東
京
芝
区
三
一
回
屈
新
(
新
堀
カ
)
町
来
田
亀
太
郎

気
水
熊
本
三
浦
愛
五
郎

5

〈
七
十
翁
〉
漁
陽
阿
弥
陀
寺
町
相
山
秀
四
郎

6

二
水
西
南
部
町
一
一
川
愛
之
助

7

垂
洲
台
南
市
街
下
積
町
帯
刀
勝
太
郎

8

香
保
台
南
支
庁
宿
舎
潰
地
久
土
口

9

角
土
台
南
市
打
石
街
田
尻
甚
太
郎
叩

露
外
讃
岐
国
仲
多
戸
郡
榎
井
村
高
尾
庄
次
郎

七

谷

豊

前

田

町

中

野

卯

八

ロ

2 
ウ

田
中
1l8. 

中
野
兼
三
(
士
口
と
刷
ら
れ
て
い
る
の

2 

3 

4 

11 
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8 
ウ

〈
六
十
歳
〉
か
つ
子
西
細
江
町
三
原
か
つ
子
日

〈
六
十
七
翁
〉
三
我
台
南
開
仙
宮
街
藤
谷
知
光
凶

誠
字
東
京
牛
(
牛
込
カ
)
区
天
神
町
在
台
南
山
田
守
弘

風
和
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
村
鳥
居
園
太
郎
日

如
岡
信
濃
国
上
伊
那
郡
伊
那
町
東
傑
丈
四
郎
げ

吸

江

永

福

寺

寓

守

田

高

隠

国

菊
文
対
馬
在
釜
山
神
寄
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